


発 刊 を 祝 して

大阪府教育委員会事務局高校教育課長
大阪府高等学校 生物 教 育研 究会顧問

和 佐 匡 宏

このたび､大阪府高等学校生物教育研究会が創立50周年を機に本書を発刊されますことを心か

らお慶び申し上げます｡

来るべき21世紀は､科学技術のさらなる発展や高度情報化社会の実現により､社会の姿が大き

く変貌する中で､地球環境問題 ･エネルギー問題 ･食糧問題など人梓の生存基盤を脅かす問題が

さらに厳 しさを増 していく時代となることが予想されます｡このような21世紀を担っていく子ど

もたちには､自ら主体的に課題を見つけ､自ら学び自ら考える力を養っていくことが大変重要と

なります｡

特に､理科においては自然体験や日常生活との関連を図り､生徒が目的意識をもって観察 ･実

験に取 り組み､自然に対する知的好奇心や探求心を高め､問題解決能力や多角的 ･総合的な見方

を養 うことを一層重視する必要があります｡今回の ｢新 しい生物実験の開発II｣の刊行は､まさ

にこのような時代の要請に応えるものであり､多くの先生方の努力がこの一冊に纏められたこと

は大変喜ばしいことです｡今後も多くの先生方が､この実験書をもとにさらに創意工夫を盛 り込

まれ､生徒達が目を輝かせながら実験 ･観察に取 り組.み､感動 してくれるものとなるよう期待 し

ております｡

発 刊 を 祝 して

大 阪 府 教 育 セ ソ ター理 科 第 二 室 長
大阪府高等学校 生物 教 育研 究会顧 問

松 田 仁 志

このたび､大阪府高等学校生物教育研究会が50周年記念事業として本書を発刊されることを心

からお慶び申し上げます｡

｢新 しい生物実験の開発｣が発行されて約15年､その間に各学校で開発され､生物教育研究会

で報告 ･検討されてきた､身近に感 じられる実験観察が､次世代の冊子として､この様な形で集

大成されることは､開発に取 り組んでこられた皆さんにとっても､活用される皆さんにとっても

非常に喜ばしいことです｡

本書では何のための実験かが明確に示され､構成の面でも今の教育にそったもの-との工夫が

なされています｡それは実験の展開に際 して､本書をもとに指導する先生が生徒の皆さんに合わ

せて創意 ･工夫されることを願われているようにみえます｡私たち大阪府教育セソターの職員も

執筆においてわずかながら協力できたことを嬉 しく思っています｡

また､本書は今後生物の先生になられる次世代の皆さん-の贈 り物となり､生物教育研究会の

実験指導技術の継承と発展の基になると思われてなりません｡

大阪府高等学校生物教育研究会のさらなるご活躍と発展を祈念して､お祝いの言葉といたします｡



発 刊 に あ た って

大阪府高等学校生物教育研究会 会長 中 村 武 男

大阪府高等学校生物教育研究会は本年度発足50周年を迎えます｡国内外諸情勢の激変､それに

伴 う教育環境の激変の中で､本研究会が充実発展を遂げてこられたのは､名誉顧問 ･顧問 ･名誉

会員などの諸先生方､会員の先生方の並々ならぬ御努力､御援助があったからと拝察致 します｡

教育委員会､教育セソタ一､日本生物教育会､日本生物教育学会など多 くの機関 ･団体の先生方

にも､日頃の御厚情に対 し厚 く御礼を申し上げます｡今後とも､益々の御指導 ･御援助を賜りま

すようお願い申し上げます｡

編集委員の先生方や執筆者の先生方は､21世紀の生物教育の指針となる手引書を作成するべく､

校務多忙の中を､会議を重ね､大変な御努力を積み重ねて下さいました｡各先生方に厚 く御礼申

し上げます｡

最後に､共同執筆者として援助下さった諸大学の先生方､協賛会員の方々､援助下さった各種

学校 ･企業関係の万々､各高校教職員の方々にも厚 く御礼申し上げます｡

各高校で､実体験と感動を与える実験を中心とする教育の教材開発の一助に活用下されば幸い

です｡各高校における教育の益々の充実発展をお祈 り致 し､挨拶とさせていただきます｡

発 刊 に あ た っ て

担当副会長 松 本 弘

多くの編集会議を経て､ ｢新 しい生物実験の開発ⅠI｣が完成をみたことは､共に努力してきた

者の一人として喜ばしい限 りであります｡多年､研究会の活動を発展させてこられた諸先輩の功

績を受け継ぎ､さらに発展させることが現在の研究会を支える我々の責務であります｡これを､

全うし､21世紀に続 く研究会活動へと継承 していくことができますよう､さらに関係の先生方

のご援助､ご活躍をお願い申し上げます｡

昨今､各高校における実務は益々多様化 し､先生方は多忙を極めておられます｡その困難な状

況の中で生物教育の内容充実に取 り組まれている先生方がおられることは､誠にうれしくありが

たいことであります｡会員お一人お一人の益々のご健康とご活躍をお祈 り申し上げ､発刊のご挨

拶とさせていただきます｡



研究会設立50周年記念事業について

50周年記念事業企画委員長 木 村 進

本研究会の50周年に当たる今年は､大阪府の生物教育の発展に寄与すべ く､多 くの記念事業が

企画され､次々と実施に移されている｡ 本書 ｢新 しい生物実験の開発IH も､50周年の記念事業

の一つである｡ これ以外にも､多 くの研究会でも行われる記念式典や祝賀会など教員だけが参加

する行事だけではなく､本研究会ならではの生徒をも含めた有意義な事業が実施されている｡

その一つが40周年の1988年から行われている指標生物調査であり､これは生徒たちに自宅周辺

の動植物の分布調査を呼びかけ､身近な自然環境に目を向けてもらおうという目的で行われるも

のである｡今年は約一万二千人の参加を得て実施されたが､過去10年間の大阪府内の生物の分布

変化について貴重なデータが得 られている｡また､生物部員を中心とした生徒参加型の行事とし

て､春の穂谷方面 (枚方市)の自然観察会 ･夏期休暇中の京都府の芦生原生林での 3泊4日の合

宿 ･秋の和泉蔦城山でのブナ林の観察会などが行われている｡

一方､教職員に呼びかけてのボルネオの熱帯多雨林-の研修旅行もこその成果が参加者はもち

ろん､報告書の作成を通 して､熱帯林に関する環境教育において研究会全体にも還元できる貴重

な資料が得られることと期待 している｡ また､毎年刊行 している研究会誌でも､50年間の大阪で

の生物教育を振 り返 り､今後の生物教育のあるべき姿を模索する特集が企画されている｡ この会

誌の付録として､授業に役立つ情報を満載 したCD-ROMを付ける予定である｡ さらに､今年

4月からは本研究会のホームページが開設され､多 くのアクセスを得て好評である｡

このように､多 くの会員が活発な活動を続けていて､全国的にも評価の高い大阪の生物教育研

究会の現状が反映された多彩な50周年記念事業が行われている｡ 本誌の出版を含めて､これらの

記念事業が今後の本研究会の発展の基礎となることを期待 している｡



企画の趣旨と各部の特徴について

編集長 加賀 友子

1部主担 折井亮夫､2部-1･2章主担 安井博司､2部-3･4章主担 新城勝文

2部-5･6章主担 木村 進､3部主担 加賀友子､4部主担 中井一郎

国際化､情報化､個性化､多様化等､様々な課題や変化の波が教育界にも押 し寄せ､変革の

努力が期待されています｡日進月歩の先端科学や情報科学にも目をむけながら､他方では生命の

尊さや倫理観を教えることをも重視 し､環鏡保護 ･生態系保護-の意識を育てる教育をも重視 し

なければなりません｡ 私達は高等学校で生物を教える中で､このような様々な課題を抱えており

ます｡また､校内においては､各学校ごとに全く異なった問題を多くかかえており､個々の教員

の多忙さや苦悩は計 り知れません｡私達は､生き生きとした生物教育を実践することが､諸問題

解決-の一つの足がかりとなり､生徒の理科離れにも歯止めをかけることになるのではないかと

考えております｡我々編集主担一同はこの観点で､他の編集委員や執筆委員､研究会事務局の先

生方に御協力賜 りながら､本書の編集を進めてまいりました｡朝から夕方まで会議を続けること

が何度も続き､執筆者の方々にも､何度も書きなおしをお願いしました｡執筆者の先生方には､

ご苦労をおかけしたことをご容赦願いたいと存 じます｡

本書をよりよく利用 していただくため､各部の特徴､利用法などを下に紹介しました｡本書を

御活用願い､活発な教育活動を展開する手助けとしていただければ､幸甚です｡

【各部の特徴】

第 1部は､実験をするにあたって､前準備となる実験動植物の飼育法や､試薬の調整方法､文

献などをコソパクトにまとめました｡

第 2部は教科書の内容に関連 した実験の数々ですが､1982年に ｢新 しい生物実験の開発｣ (第

-版)が発刊されて以後の十数年間に実験開発研修会などで紹介され､蓄積されたものを集大成

してあります｡新 しい工夫､新 しい展開に各執筆者の苦労がにじんでいます｡

第 3部は､先端科学の知識技術､情報工学や遺伝子工学などの分野の紹介がなされています｡

大阪府の大学派遣研修に参加 した教員や､個人的に大学に協力をお願いして研鏡を重ねてきた方々

の研修成果が紹介されています｡研修に参加 したくても､校務や諸事情で参加できない方々のた

めに､ここに集大成致 しました｡各大学や､大阪府教育センターのご協力に深 く感謝致 します｡

第4部は､生物教育における様々な展開をまとめています｡博物館や動物園､植物園､近隣の

自然環境などを活用 した教育､課題研究やクラブ活動の指導､古典的な学問の取 り扱い､生命教

育の方法､モデルなどの制作と多岐にわたる展開を御活用下さい｡

最後になりましたが､温かく研究会活動を支えて下さっている多くの関係諸先生に御礼申し上

げます｡
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5-4 雄性ホルモソ投与によるグッピーの性転換 木村 進 大阪府立東百舌鳥高等学校 88- 89

一比較的短時間でホルモンの効果が確認できる実験-

5-5 ゾウリムシとボルボックスの行動を調べる実験 竹林 隆昭 私立興国高等学校

四方 康江 私立成炭女子高等学校

5-6 タマキビ貝の行動を探る 江坂 高志 大阪府教育センター

-考えさせながら行 う実験を目指 して-

5-7 シロアリの走化性について 高野 朗 大阪府立島上高等学校

5-8 ジベレリンによる暗発芽と造精器形成の誘導-シダ(カニクサ)の胞子を使って一

大江 進 大阪府立大塚高等学校

6章 生 態

90-- 93

94--95

96--97

98′- 99

100--127

6-1 アズキゾウムシの密度効果実験 木村 進 大阪府立東百舌鳥高等学校 100- 101

6-2 砂粒間動物の観察 岡本 恒美 大阪府立桃谷高等学校 102-103

6-3 植物の群落調査-2種間の関係一 福島 昭郎 大阪府立和泉高等学校 104-105

6-4 葉面積指数と群落内の照度 萱村 善彦 私立信愛女子高等学校 106-107

6-5 森林の調査法一大阪のブナ林の調査例一 宮井 大阪府立門真南高等学校 108-111

大阪府高等学校生物教育研究会森林生態部会

6-6 写真用フイルムを用いて調べる微生物のはたらき

中井 一郎 大阪教育大学附属高校池田校舎112-113

6-7 環境からみた土のイオソの吸着とpHの影響 松田 仁志 大阪府教育センター 114-115

-砂と粘土を用いたイオンの吸着と交換のモデル実験-

6-8 指標生物調査(1) 一水の環境調査 (栄養塩類等の化学分析)一

橘 淳治 大阪府立天王寺高等学校 116-118



6-9 指標生物調査(2)一水の環童調査 低栄養細菌培地を用いた一般細菌数の計数一

橋 淳治 大阪府立天王寺高等学校 119-121

6-10 指標生物調査(3)-水の環境調査 生物化学的酸素要求量(BOD)の測定一

橋 淳治 大阪府立天王寺高等学校 122-123

6-11 河川の水生生物調査 中井 一郎 大阪教育大学附属高校池田校舎 124-127

3部 生物教育への先端技術の導入

1章 情報工学の利用

1-1 生物教育におけるイソクーネットの活用 一環境分野での利用可能性一

橋 淳治 大阪府立天王寺高等学校

1-2 ゲノムネット利用とATPトラソスポーター 加賀 友子 大阪府立佐野高等学校

荒井 基夫

1-3 ホームページ作成 丹賀 光一

1-4 マルチメディアを利用 したプレゼソテーショソの技術

中田 昌実

2章 遺伝子工学などの利用

2-1 タソバク質定量･抽出･分離精製 加賀 友子

荒井 基夫

2-2 DNAの構造解析 吉本 和夫

-アガロ-ス電気泳動を中心に一 倉光 成紀

2-3 PCR法によるヒトのⅩ･Y染色体DNAの検出

吉本 和夫

片桐 昌直

2-4 遺伝子組換えの理論と実際 加賀 友子

荒井 基夫

2-5 がんと遺伝子 小田桐幸彦

2-6 遺伝子治療とがん一現状と課題一 小田桐幸彦

2-7 植物細胞の遺伝子組換えと利用 新名 惇彦

中井 一郎

130-169

130-141

130.-133

134-137

大阪府立大学農学部応用生命化学科

大阪府立大和川高等学校 138-139

大阪府立阪南高等学校 140-141

142--169

大阪府立佐野高等学校 142-145

大阪府立大学農学部応用生命化学科

大阪教育大学附属高校平野校舎146-148

大阪大学理学部生物学科

大阪教育大学附属高校平野校舎 149-151

大阪教育大学教養学科自身:言研究講座

大阪府立佐野高等学校 152-155

大阪府立大学農学部応用生命化学科

私立清風南海高等学校 156-157

私立清風南海高等学校 158-1tr9

奈良先端科学技術大学院大学160-163

大阪教育大学附属高校池田校舎

2-8 PCR-RFLPによるべ二タケ属のきのこの種間および種内の識別

下野 義人

尾崎 武司

大阪府立香里丘高等学校 164-169

大阪府立大学農学部

4部 さまざまな生物教育の取 り組み

1章 自然観察ポイント

1-1 校内の植物観察 左木山祝- 大阪府立長吉高等学校

-アラカシ･クスノキ ･イチョウの葉のスケッチ-

170--205

172-179

172-173

1-2 校内の動物観察一学校におけるビオ トープ- 小畑 洋一 大阪府立生野高等学校 174-175

1-3 野鳥の観察一身近な野鳥観察の指導-

1-4 大阪湾の海岸生物の観察と採集

2章 生物教育施設の利用

2-1 植物園の利用

2-2 動物園の利用

2-3 自然史博物館の利用

3章 生物教育におけるさまざまな展開

3-1 課題研究の指導

3-2 生物部合宿指導

前田 敦子

石崎 英夫

山住 一郎

佐々木陽一

佐々木陽一

安井 博司

北村 正信

寺岡 正裕

一京都大学農学部附属芦生演習林での合宿を例に-

3-3 生命 (いのち)の教育 浅田 高世

大阪府立高槻北高等学校

大阪府立富田林高等学校

大阪府教育センター

私立啓光学園高等学校

私立啓光学園高等学校

大阪府立島本高等学校

大阪府立茨木高等学校

大阪府立市岡高等学校

大阪府立刀根山高等学校

176.㌧177

178--179

180′-185

180--181

182-183

184-185

186-205

186-189

190′-191

192--193



3-4 細胞 ･古典遺伝学の授業について

-特に科学 史的取 り扱いについて-

松本 弘

3-5 生物教育で使用するモデル教材 北浦 隆生

- レ1)-フモデル ･実物再現モデル ･FRPモデルの作成-

3-6 分子モデルを作ろう

資料 生徒実験の展開例

1 植物細胞の浸透圧測定

2 横紋筋の観察

3 カタラーゼの作用

4 デヒドロゲナーゼ (脱水素酵素)の働 き

5 パソ酵母の嫌気呼吸

6 光合成色素の分析

7 動物の細胞培養

8 トウモロコシの種子の色の遺伝

9 キイロショウジョウバェの交配

10 だ液腺染色体の観察

11 染色体地図の作成

12 動物の血球の比較

13 骨で知る生活

14 骨から推理する

15 フェロモソのはたらきを調べよう

演脇 英夫

松山 俊

足立 春

川口 博

橋本 保

中井 一

高野

小田 勝

浜名 猛

木村

中川 直

中川 直

北浦 隆

平田 泰

平田 泰

高野

夫

彦

久

子

郎

朗

士

志

進

子

子

生

紀

紀

朗

(ヤマ トシロアリのみちしるベフェロモン)

16 脳の観察 平田 泰紀

17 ATPと筋収縮 小田 勝士

18 植物群落の調査 福島 昭郎

19 葉面積指数と群落内の照度 萱村 善彦

20 土壌微生物のはたらき一写真用フイルムを使 って一

中井 一郎

21 動物園ウオッチング

22 大阪自然史博物館 ウォッチソグ

編集後記

賛助会員名簿､広告協力学校 ･企業名簿

佐々木陽一

佐々木陽一

大阪府立狭山高等学校

大阪府立美木多高等学校

大阪府立泉陽高等学校

大阪府立枚方津田高等学校

大阪府立芥川高等学校

大阪府立清友高等学校

大阪府立藤井寺高等学校

194--199

200-203

204～205

207′-230

208

209

210′-′211

212

大阪教育大学附属高校池田校舎 213

大阪府立島上高等学校

大阪府立豊中高等学校

大阪府野崎高等学校

大阪府立東百舌鳥高等学校

私立精華高等学校

私立精華高等学校

大阪府立美木多高等学校

大阪府立三島高等学校

大阪府立三島高等学校

大阪府立島上高等学校

大阪府立三島高等学校

大阪府立豊中高等学校

大阪府立和泉高等学校

私立信愛女子高等学校

大阪教育大学附属高校池田校舎

私立啓光学園高等学校

私立啓光学園高等学校

50周年記念出版編集委員会構成

大阪府高等学校生物教育研究会会長

同50周年記念事業企画委員長

岡50周年記念出版事業担当副会長

編集長

編集委員各部主担

〟

〟

〟

〟

情報処理 主担

編 集 委 員

〟

〟

〟

〟

〟

〟

中村 武男 (大阪府立茨木西高等学校 校長)

木村 進 (大阪府立東百舌鳥高等学校)

松本 弘 (大阪府立狭山高等学校

加賀 友子 (大阪府立佐野高等学校)

折井 亮夫 (大阪府立生野高等学校)

新城 勝文 (大阪府立西浦高等学校)

安井 博司 (大阪府立島本高等学校)

木村 進 (大阪府立東百舌鳥高等学校)

中井 一郎 (大阪教育大学附属高校池田校舎)

橘 淳治 (大阪府立天王寺高等学校)

西久保文夫 (大阪市立住吉商業高等学校)

川口 博久 (大阪府立清友高等学校)

西谷信一郎 (大阪府立桜塚高等学校)

岡本 恒美 (大阪府立桃谷高等学校)

浅田 高世 (大阪府立刀根山高等学校)

橋本 保子 (大阪府立藤井寺高等学校)

小畑 洋一 (大阪府立生野高等学校)

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

4

5

6

7

2

2

2

2

2

2

2

2

8

9
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2
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薬 品 の 取 り扱 い と 調 整 法
一生物実験に用いる薬品の調整と実験室廃棄物の処理 一

橋 淳 治

(大阪府立天王寺高等学校)

【要 旨】

生物実験に用いる試薬の調整法とその廃液処理の基本的な考え方を示 した｡特に､ガラス器具

の洗浄と純水の製造および試薬の取 り扱い方や試薬調整時の誤 りやすい事柄について述べる｡

【はじめに】

化学実験に限らず､すべての実験に共通するこ

とは ｢安全｣と ｢廃棄物処理｣､そして ｢正 しい

実験計画と結果や考察｣である｡

ここでは､安全性や環境汚染の防止の観点から

の薬品の取 り扱いについて述べる｡

【基礎的知識】

1.薬品調整時の危険性

薬品調整の操作に伴う危険性として､物理的な

もの (ガラス器具等の破損に伴う傷害)､化学的

ななもの (発火性試薬､引火性試薬､可燃性ガス

の誤った取 り扱いに伴う火災､爆発性試薬､可燃

性試薬の扱いや反応の暴走による爆発)､生理的

なもの (刺激性試薬､腐食性試薬､中毒性試薬､

麻酔性試薬など毒物 ･劇物の接触や吸入等に伴 う

火傷や中毒等の薬害)などが考えられる｡

生物実験においても､毒物 ･劇物を扱うことも

あり同上の注意を必要とする以外に､発がん物質

やホルモソ関係を扱うこともあるので､生理的な

危険性について注意を払う必要が加わる｡

事故を起こさないように細心の注意を払 うのが

当然であるが､万一の事故に際しての応急処置法

は普段から考えておく必要がある｡

2.試薬調整の基本

試薬を調整するときは実験の目的を考えて､調

整試薬の精度を決める必要がある｡ 特に､正確な

調整試薬を作るには､ガラス器具の洗浄､試薬の

純度､水などの溶媒の純度､ピペットや天秤など

測定機器具の精度と正 しい取り扱いに注意を払 う

必要がある｡

3.実験廃棄物の処理

実験に伴 う廃棄物の処理で最も厄介なのが､廃

液の処理である｡廃液は雑多な化学物質を含むこ

とが多く､また､固形廃棄物に比べ体積も大きい

ので保管や処理に困ることが多い｡廃液の排出は

多くの法律によって規制されているが､それ以上

に､生物実験を行 う者の基本的な考え方として､

環境汚染の防止を最優先する必要がある｡

廃液の処理は､専門の業者に依頼することが多

いが､試薬の調整の段階で処理のことを考え､必

要以上の試薬を作らず､また､実験に際しては出

切るだけ使用量を減らす工夫をすべきで､廃液は

種頬別に分けておくと処理が容易になる｡

【試薬調整の実際】

本書で扱 う生物実験に用いる試薬の調整を念頭

において､共通する事柄を述べる｡具体的な試薬

の調整については､各項目を参照 して頂きたい｡

1.実験器具の洗浄

試薬の調整に用いる器具が汚染 していると､い

くら純度の高い試薬を用いても意味がない｡

一般的な洗浄方法は､器具を水道水で軽 くすす

いだ後に中性洗剤を用いてブラシやタワシでよく

こすって洗い､水道水で洗剤を完全に落とすまで

30回程度水洗する｡さらに､蒸留水で3回程度洗

浄する｡ほこりがつかないようにして自然乾燥さ

せるか､或は､食器乾燥器などで乾燥させて､ラッ

プフィルムやアルミホイルでふたをして保管する｡

洗剤の洗浄で落ちないときは､6規定程度の硝

酸やクロム混酸液 (重クロム酸カリウムの飽和水

溶液と濃硫酸を1:1の割合で混合したもの)に

1日浸けて､水洗するとよい｡ただし､水洗の過

程で重クロム酸カリウムなどは環境汚染を引き起

こすので流してはならない｡

2.純水の精製

試薬の調整に用いる純水の精製方法としては､

蒸留､イオソ交換のほか最近では逆浸透などを単

独または組.み合わせて用いる｡
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蒸留水は比較的簡単に製造できるが､金属製の

蒸留水製造装置からの金属イオソやその他の溶出

物の混入のほか､ガス成分の溶解がある｡従って､

微量分析用の水としては不適である｡

イオソ交換水は､イオソ交換機で簡単に製造で

きるが､非イオソ成分は取 り除けないほか､イオ

ソ交換樹脂をよく管理 しないと樹脂の溶出物が混

入する｡洗浄用の水やイオソ成分の測定時に用い

ると良い｡

蒸留脱イオン水は､蒸留水をさらにイオソ交換

したもので､溶存成分が少なく微量分析や試薬の

調製用の水としてよく用いられる｡

再蒸留水は､蒸留水に少量の硫酸と重 クロム酸

カリウムを加えて再蒸留 した後､その蒸留水に少

量の水酸化ナ トリウムと過マソガソ酸カリウムを

加えて再蒸留 したもので､有機物をほとんど含ま

ないので､微量の糖やアミノ酸などの有機物を測

定するときの試薬調製用の水として用いられる｡

脱アソモニア水は､蒸留脱イオソ水をイオソ交

換樹脂を入れた密閉のできるガラスピソに数日入

れて､アソモニアを樹脂に吸着させて取 り除いた

水で､アソモニウムイオソを測定するときの試薬

調製用の水として用いる｡

逆浸透水は､半透膜に圧力をかけて水のみを浸

透により押 し出 して製造するもので､多量の水を

製造することができる｡器具の洗浄用の水として

用いられるほか､イオソ交換などと組み合わせて

微量分析用の試薬調整水等としても用いられる｡

3.試薬調整の実際

試薬の純度はJIS規格やメーカーの自主規格に

よって示されており､化学用､試薬 1級､試薬特

級のほか､精密分析用や元素分析用などがある｡

実験の目的や精度を考えて試薬を選ぶ必要がある｡

試薬は変質などの可能性があるので､使用の直

前に購入するのが望ましい｡

一般的な試薬の保管方法としては冷暗所におく｡

発火性試薬､引火性試薬､毒物 ･劇物などは法令

に定められた保管庫に保管する｡

試薬の調整時に薬さじを使ったり､残った試薬

を再び試薬ピソに戻すことも見かけるが､これら

は試薬を汚染につながるので絶対に行 うべきでは

ない｡

試薬の濃度はパーセント濃度､モル濃度､規定

度などで表す｡

生物関係の試薬の調整で誤解の多いのがパーセ

ソト濃度である｡パーセソト濃度は溶液の質量に

対する溶質の質量の割合を百分率で示 したもので

あるが､フォルマ リソ溶液や塩酸を水で希釈する

場合に､これらの溶液はもともと100%ではない

ので注意を要する｡ 実験書などに ｢70%のフォル

マリソ溶液を作成する｣などの記述が見られるが､

これは明らかに誤 りである｡

モル濃度は､溶液 12に対する溶質のモル数で

単位はmol/CまたはMで表す｡

規定度は､溶液 1日 こ対する溶質のグラム当量

数で､単位はNまたは ｢規定｣で表す｡塩酸では

lM-1N､硫酸では 1M-2N､ リソ酸では 1

M-3Nとなる｡

希釈率は､水と試薬 (液体試薬)の容積比で表

し､例えば5倍希釈の硫酸は､水4容に濃硫酸 1

容を加える｡ (1+4)硫酸､(1:4)硫酸と表現する

こともある｡

4.廃液の処理

重金属を含む廃液は､炭酸ナ トリウム溶液を加

えてpH8にして沈殿させる｡アソモニアなどの

錯体形成物があると沈殿 しないので廃液を酸化分

解させた後同様の処理で沈殿させる｡

シアソを含む廃液は､炭酸ナ トリウム溶液を加

えてpH8にした後､過剰の過酸化水素水を加え

て放置 し､酸化分解させる｡

強酸や強塩基の廃液は､水酸化ナ トリウムや硫

酸でpH6- 8程度まで中和 し､大量の水で中和

して捨てる｡

有機溶媒の廃液は､高温 (800℃以上)の焼却

炉で完全燃焼させると良いが､燃焼温度が低いと

有害なガスを生 じる可能性があるほか､最近はダ

イオキシソの発生源として小型の焼却炉の使用を

自粛 しているので､できるだけ廃液の量を減らす

実験の工夫をする必要がある｡

【市販の試薬の調整法】

生物の実験でよく用いる試薬の調整の例を祐介

する｡

･6N塩酸 :濃塩酸 (35%濃度､比重1.19)に等

量の水を加えて調整する｡

･2N (lM)硫酸 :濃硫酸 (95%濃度､比重

1.84)100m色を1700m色の水で希釈 して調整する｡

･2Nアソモこア水 :濃アソモニア水 (28%濃度､

比重0.9)100m色に水1700m色を加えて調整する.

【参考文献】

化学同人編集部(1977):実験を安全に行うために

(改定版),化学同人.

西条八束 ･三田村結佐武(1995):新編湖沼調査法,

講談社サイエソティフイツク.
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教 材 動 物 の 飼 育 ･培 養

安 井 博 司

(大阪府立島本高等学校)

【要 旨】

自然に触れる機会の少なくなった今の高校生に､生きて動 く動物の姿を見る機会を少 しで も多

く与えたい｡そんな思いから､どこの学校でも飼育 しやす く､利用価値の高い動物17種を選んで､

それぞれの利用例と簡単な飼育方法をまとめた｡紙面に限 りがあるので詳 しくは後の参考文献を

参照されたい｡

1.原生動物

･アメーバ (Amoetla)

原形質流動とアメーバ運動､食作用の観察など

に適する｡

チョークレーの液 (NaC12.5g､KC10.1g､

CaC120.15gを純水250m色に溶か し､使用時に100

倍に薄める｡)を入れたシャーレに､1-2粒の

米を入れ､放毛虫のキロモナスとともに､アメー

バを入れておくと､キロモナスを餌として増殖す

る｡2-3週間に一度､新 しい培養液に移す｡約

25℃で飼育するのが望ましい｡

･ゾウリムシ rParamecium calLdatum)

形態の観察だけでなく､外液の浸透圧と収縮胞

の拍動回数の関係､走化性 ･走電性の実験､食作

用や放毛運動の観察など利用範囲は広い.

滅菌水を入れた試験管に､滅菌 したレタスジュ

ースを加えて培養液とする｡あるいは､ワラを4

-5cmの長さに切 り､10-15gを水 12に入れ､

うす茶色になるまで煮てその煮汁を用いてもよい｡

ゾウリムシの餌は､ Enterobacter aerogeneS

やBacillus sILbtil7lsなどの好気性の細菌である｡

従って､ゾウリムシとともに接種されるこれらの

細菌がまず増え､その後ゾウリムシが増える｡ 2

- 3週間に一度､新 しい培養液に移せばよい｡約

25℃で飼育するのが望ましい｡

･プレフアリスマ (Blepharisma)
赤いゾウリムシで､ゾウリムシより動きが遅い

ので観察がしやすい｡ただし､細胞器官は観察 し

にくい｡遠沈 して集め､新 しい水に置き換えて餌

のない状態にしておくと容易に接合を起こさせる

ことができる｡アメーバを培養する方法とゾウリ

ムシを培養する方法のどちらでも飼育できる｡調

子が悪いときは､KCM液 (KCIO.15g､CaHPO｡

0.1g､MgSO ｡ 0.05gを純水250m的こ溶かし､

使用時に100倍に薄める｡)を入れたシャーレに､

1-2粒の米を入れて培養する｡いずれにしても

暗所に置 くほうがよい｡約25℃で飼育するのが望

ましい｡

2.扇形動物

･プラナリア (Dugesia]aporlL'ca)
再生実験のほか､染色体の観察や走光性 ･走熱

性 ･走化性 ･走地性などの実験にも利用できる｡

水道水の汲み置 き､または杉野の人工飼育水

(NaC13.74g､KCl10.49g､CaC128.55gを別々

に純水に溶か して混合 し合計500m色にする｡ 使用

時に100倍に薄めて用いる｡pH 6.8)を入れた

ビーカーで飼育する｡約 1週間に1回餌を与える｡

餌はレバーでも冷凍したアカムシやイ トミミズで

もよい｡その後は､必ず水を換える｡ 約10-15℃

の冷蔵庫中に置 く｡

図-1 三つ目のプラナリア

(再生実験中にときどき出現する)
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3.腔腸動物

･ミズクラゲ (AtLrelfaaim-ta)

世代交代の観察に適 している｡特に､ス トロビ

ラからエフィラが誕生する様子が見 られれば､誰

で も感動する｡

ポ リプの状態であれば､人工海水を入れたシャ

ー レで､何年 も飼育す ることができる｡餌はアル

テ ミアの幼生で､4- 5日に一度､餌を与えるの

が望ましい｡餌や りの後には水換えをする｡ 普通

は約lo-15℃の冷蔵庫中に置 くが､エフィラを発

生させるときには､25℃の恒温室や室温に移 して､

10℃前後の温度 ショックを与える｡山岸 ら(1982)

は逆に､23℃で飼育 しているポ リプを15℃に下げ

たとき､12日日頃からくびれが出来始め､20日日

頃には 7-8割の ものがエフィラになることを報

告 している｡

･ヒ ドラ rHydrajaponica)
出芽の様子や､触手で餌を捕 らえるところなど

を観察するとよい｡

汲み置 き水で もよいが､厳密な実験には ヒドラ

飼育猿 (10L3M NaCl､10~3M CaC12､10~4M

KCl､10~4M MgC12の混合液を作 り､10~3Mの

Trisと7×10~4MのHClでpH7.6に調整す る｡ )

を入れたビーカーで飼育す る｡餌には生 きている

ミジソコが一番よいが､アルテ ミアの幼生を飼育

水で洗い､ヒ ドラにかけて与えて もよい｡鰹節の

粉か､熱帯魚の餌を細か くして与えて も飼育で き

る｡ 餌や りの後は必ず水換えをする｡3-4日に一

度餌を与える｡約25℃で飼育するのが望 ましい｡

4.節足動物 昆虫芋頁

･フタホシコオロギ rGryZlusbinaculata)
石垣島産の コオロギであるが､ペ ットショッフ

で売 られている｡若い雄の精巣は減数分裂の観察

に適 している｡

餌 としてネズミの餌 (ペ レット)を与える｡ 成

体になると共喰いをす るので､動物性タソバク質

を多 く含むカツオブシなどの餌を与えるとよい｡

水は､試験管に水を入れ､綿栓をしたものを用い

て与える｡また､産卵 も､この綿栓に行 う｡ 草の

代わ りに､切断 した紙を飼育容器に入れる｡ 約25

℃で飼育する｡

･チャバネゴキブ リ (BlaEtellagermanica)
集合フェロモソの実験 に用いる｡

餌 と水は､ コオロギと同 じ｡ベニヤ板を隙間を

あけて重ねたものを､隠れ場所として飼育容器に

入れるとよい｡細心の注意を払 って､逃げ出るの

を防 ぐ｡約25℃で飼育する｡

･キイロショウジョウバェ (Drosophilasp.)
さまざまな遺伝現象の研究に用いられているの

で､交配実験はもちろん､観察 させるだけで も価

値がある｡ 野生型､白眼､痕跡勉､棒眼､朱色眼

な･どの系統があるとよい.

水 12に寒天30gと砂糖130g､ ドライイース

ト20gを加熱 しながら溶か し､カビ止めに70%ア

ル コールに5%の割合で溶か したポーキニソBを

5m的口える. これを牛乳 ピソ約20本に分注 し､滅

菌 して綿栓をする｡系統維持には､2-3週間に

一度､新 しいピソに移 し変えるだけでよい｡約25

℃で飼育する｡

･アズキゾウムシ (Callosobruchuschinensis)

個体群の密度効果や

餌の選択性の実験に用

いる｡

シャー レにアズキを､

ほぼ一層になるように

入れ､そこに成虫を入

れるとアズキに産卵 し､

約-ケ月後に次代の成

虫が羽化 して くる｡約

2ぎ℃で飼育する.

図-2アズキゾウムシ

･カイコ (Bombyxmori)
生活史の観察だけでな く､ホルモソによる変態

調節を調べるための結集実験､性 フェロモソによ

る成虫の配偶行動を調べる実験など多 目的な利用

が可能である｡ クワの木を校内に植 えてお くのが

望 ましいが､なければ人工飼料で も育てられる｡

卵は約25℃で､乾燥を避けて保護すると10日程

で筋化する.桁化前に柔 らかいクワの葉か､人工

飼料を置いてその上に卵を移す｡ 1- 3令幼虫は

シャー レでよいが､4･5令幼虫は体 も大 きく､

餌 もよ く食べ､排港物 も多 くな るので､30×50

cm程の水切 りかごに入れて飼育す る｡ 5令幼虫

の皮膚が透けるように変化すると､やがて糸を吐

いて宙を作 るので､足場になるもの (厚紙を階段

状に折 ったものなど)を容器に入れてやる｡帝の

中で幼虫から桶になり､さらに成虫になって､甫

からでて くる｡成虫の配偶行動を観察するには､

予め薪を切断 して桶を取 り出 し､封筒などに 1匹

ずつ入れてお くとよい｡
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入手方法については､愛知県春 日井市のカネボ

ウシルクエレガソスK.K.電話(0568)81-2147､

または､京都工芸繊維大学繊維学部応用生物学科

蚕糸生産学教室の角田 (スミダ)先生に相談され

たい｡

5.脊椎動物 魚類

･ゼブラフィッシュ rDanioγeγio)

体長 5cm程度のコイ科の熱帯魚で､原産地は

イソ ド｡卵の直径は約0.5mmと小さいが季節を

問わず産卵 し､発生に要する時間も短いので､近

年､神経の発生や形態形成遺伝子の発現など､分

子生物学分野での研究材料としてよく用いられて

いる｡熱帯魚店ではゼブラダニオという名前で､

1匹50-100円程度で売 られている｡ 水温は約25

-28℃､餌は市販の熱帯魚用のもので飼育できる｡

インターネットでオレゴソ大学からこの魚に関

する情報が多量に簡単に入手できる｡アドレスは､

http://zfish.uoregon.edu/index.htm色

図-3ゼブラフィッシュ

･メダカ rOryzlaSlaEipes)
発生や行動､ホルモソの実験など､さまざまに

利用できる｡

水槽に水草を入れて飼育していると､卵を得る

ことも容易である｡

6.脊椎動物 両生薫頁

･メキシコサソショウウオAmbystoma mexicamLm

アホロー トルまたはウーパールーパーという呼

び名でよく知 られている｡ 受精卵は直径約2mm

と大きく､発生過程の観察がしやすい｡

餌として冷凍アカムシを週に2-3回与える｡

温度ショックを与えることにより雌雄共に生殖

行動を起こさせ､受精卵を得ることができる｡

･アフリカツメガエル (XenopILSlaevis)

発生に関する実験 ･観察に適 している｡

淡水魚と同じ要領で水槽で飼育できる｡餌とし

てレバーや冷凍 したイ トミミズやアカムシなどを

与える｡25℃の恒温室が望ましいが､室温でも飼

育できる｡産卵させたいときは､成熟 した雌雄に､

胎盤性生殖腺刺激ホルモソ (帝国臓器k.k.ゴナ

トロピソなど)を背部皮下へ約300単位ずつ注射

し､水切りかごなどに入れて暗 くしておくと､翌

朝には受精卵や発生中の腔を得ることができる｡

7.輔乳精

･マウス (-ツカネズミ) rM7(SmuSCILk7ES)

･ハムスター (Mesocricetusaurat7LS)

遺伝､学習行動､などの実験に用いる｡ペット

としても人気がある｡

ネズミやハムスター用の容器に入れ､脱出され

ないよう注意する｡餌としてネズミ用の固形飼料

やヒマワリの種などを与える｡水も給水容器に入

れて与える｡敷きわらとしてシュレッダーにたま

る細かい紙片を用いてもよい｡

いつもは雄と雌を別々の容器で飼育 しておき､

必要なときに同一容器に入れて子供を生ませるよ

うにする｡

【参考文献】

今堀宏三他(1985):生物観察実験ハソドブック,

朝倉書店.

大阪府高等学校生物教育研究会(1994):高等学校

生物実習書解説編.

大阪府高等学校生物教育研究会(1982):新 しい生

物実験の開発.

斎 正子 ･三浦弥生(1980):ヒドラ､第35回全国

大会東京大会記念誌.

武田洋幸(1998):実験生物ものがたり35ゼブラフィッ

シュ,遺伝52-2.

津崎 薫(1996):アホロー トルの飼育について､

大阪と科学教育10,19-22.

日本生物教育会(1980):第35回全国大会東京大会

記念誌.

山岸正孝 ･宮畑輝志 ･梶村重次(1982):ミズクラ

ゲの教材化,新 しい生物実験の開発.

山田卓三 ･山極 隆(1980):新 しい教材生物の研

究,講談社.
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1-3 ホ ー ム ペ ー ジ 作 成

丹 賀 光 -

(大阪府立大和川高等学校)

【要 旨】

ホームページは､ooooo.htmという名称のファイルにHTMLと呼ばれるルールに従ってテキス

トファイルの形で記述されており､これをブラウザと呼ばれるソフ トで読み込むと､書式に従って

画像や文字が表示される｡最近ではたいていのワープロや表計算ソフ トにホームページ作成機能が

あり､図を貼 り付けて書式を整え､ ｢HTML形式で保存｣するだけでHTMLファイルができあが

る｡ここでは生物研究会のホームページを例に基本的なHTMLを紹介することにする｡

【HTMLタグの説明】

①<HTML></HTML>-HTMLファイルは先頭を<HT

Ml>､最後尾を</HTML>にする決まりです｡

②<HEAD>-③のタイトルを記述する部分を<HEAD>

～</HEAD>の間に記述する｡

③<TITLE>-タイトルの記述｡画面では上端のブルーの

バーに表示される｡

④<BODY>-･ページ本体を示す｡末尾はく/BODY>｡

<BODYBACKGROUND-"back2.jpg"> - 背景に

｢back2.jpg｣ファイルの画像を敷き詰める｡

<BODYBGCOLOR-"‡COCOCO">-背景を灰色の無地

にする｡ (FFOOOOは赤､00FFOOは録)

⑤くCENTER>-中央寄せ｡</CENTER>までの間｡

⑥<IMGSRC-̀ title.gi一">- 画像ファイルの表示｡

この例では｢title.gif｣というファイル名の画像データを表

示している｡

⑦<BR>- 改行｡

⑧くFONTSIZE-4 COLOR-打FOOOO>- 字の大きさ

と色の指定｡1-7で数字が大きいほど字は大きい｡

⑨<B>- </B>までの間を太字にする｡

⑲くTABLEBORDER-10><TR><TD>-くTABLE>

で作表｡

BORDERは表の縁取りの太さ｡この例では､大阪城の画

像に縁取りをつけるために1行×1列の表の中に画像を入

れている｡

<TR>～</TR>で1行｡<TD>～</TD>で各セルのデー

タを表す｡

例<TABLE><TR><TD>1行1列</TD><TD>1

行2列</TD><TD>1行3列</TD></TR>くTR>

<TD>2行 1列く/TD>くTD>2行2列</TD>

<TD>2行3列く/TD></TR></TABLE〉

⑪<H4>- 見出し｡Hl～H6で､たいていH4が普通の大き

さの字｡Hlは最大｡<FONT>と似ている｡

@<AHREF-http://www.edu-C.pref.osaka.jp/>･･･

I)ソク.</A>ではさまれた部分がアソダーライソされ､

I)ソク色になるOここをクリックすると｢http://www.ed

u-C.pref.osaka.jp/｣のサイトを表示する｡</A>では

さまれた部分にボタソの画像表示をもってくると､ボタソ

をクリックするとリソク先へとぷようになる｡例:<AH

REF-http://www.edu-C.pref.osaka.jp/><IMGSR

C-"button.gi一"></A>

⑬<HR>-線を引く｡

⑭<UL>- 番号無しリスト｡</UL>までの間､<LI>

の部分が箇条書きになる｡<OL>で番号付リスト｡

⑮<AHREF-"kenO.htm">- 他のhtmファイルの表示｡

｢リソク｣と同様に</A>ではさまれ七部分をクリック

すると"kenO.htm"に記述されたページが表示される｡

【HTMLの例】

<HTMl>①<HEAD>②

<TITLE>大阪府高等学校生物教育研究会</TITLE>③

</HEAD>②

<BODYBACKGROUND-"back2.jpg">④

くCENTER>⑤

<IMGSRC-"title.gif">@

<BR><BR>⑦

<FONTSIZE-4COLOR-打FOOOO>⑧

<B>色づくイチョウと秋の陽光あふれる大阪城</B>⑨

</FONT〉<BR>

<TABLEBORDER-10>⑲

<TR><TD><IMGSRC-"ichou.jpg">⑲

</TD></TR></TABLE>⑩

<H4>大阪府高等学校生物教育研究会のホームページく/H

4>⑪Lastupdate:97.12.15<BR><BR>

このホームページは大阪府高等学校生物教育研究会が50周年

記念事業の一環として開設しました <BR>

<AHREF-"http://www.edu-C.pref.osaka.jp了>大

阪府教育セソタ-</A>⑫のサーバーから大阪教育情報
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ネットワークにより運用しています<BR>

</cENTER>⑤<HR>⑬<BR>

<FONTSIZE-4COLOR-#FFOOOO><B>Contents</

B></FONT><UL>⑭

くLI><AHREF-kai.htm>研究会についてく/A>- 研

究会の組織 ･活動 ･会長あいさつ等(12/15up)<BR>

<LI>お知らせ- -- ･これから開催される実験研修会･

見学会等の予定(準備中)<BR>

くLI><AHREF-"kenO.htm">行事報告</A>- - -

最近行なわれた研修会 ･見学会の報告(12/15up)<BR>

<LI><AHREF-"jitsl.htm">実験 ･教材</A>- -

実験の紹介 ･教材に使える画像等(12/15up)<BR>

</UL>⑭

<BR><HR><FONTSIZE-4COLOR-iFFOOOO>

<B>最近のNews</B></FONT><UL>

<LI>このホームページは97年11月に開設しました.

<LI>研究会の組織 ･研究会の活動について-<AHREF-

"kai.htm">研究会についてのページ</A>

くLI>第2回実験研修会の報告-<AHREF- k̀enO.htm"

>行事等の報告のページ</A>⑮

<LI><AHREF-"jitsl.htm">実験 ･教材のページ</A

>を開きました｡第2回実験研修会での<B>詳しい実験

内容</B>を紹介しています｡

</UL><HR><CENTER>

このホームページに関するご意見､ご感想は E-mail:ms

bts@edu-C.pref.osaka.jpまでお願いします｡</CENT

ER></BODY>④</HTML>①

【おわりに】

生物研究会のホームページはhttp://www.gin.or.jp/users/

seiken/またはhttp://www.edu-C.pref.osaka.jprseibutu/

にて公開中です｡

【HTML例をブラウザで画面表示】

鳩 南 も '.

鼻 面磯 野野⑥
色づくイチョウと秋の構光あふれる大阪城 ⑨

i一I,.

巨.Y f ､叫 / .～.__A

㊨

大阪府高等学校生物教育研究会のホームページ①

Lastupdate:97.12.ー5

このホームページは大阪府高等学校生物教育研究会が50周年記念事業の一環として開設しました
①大阪府教育センタ｢のサーバーから大阪教育情報ネットワークにより運用しています

①
Contents

⑧ 究会につい王.-研究会の組凱 舌軌 会長あいさつ等(12/l5up)●
.お知らせ....-.これから開催される実額研修会.見学会等の予定(準備中)
'丘阜盟主..--.最近行なわれた研修会.見学会の報告(12/15up)

'蓋臭｣監姓--..実鞍の紹介.教材に使える画像等(12/l5up)

最近のNews

.このホームページは97年11月に仮開設しました○

･研究会の絶技.研究会の活動について-研究会についてのページ①.第2回実鞍研修会の報告-行事等の報告のペ-ジ
.実験.教材のページを開きました0第2回実額研修会での詳しい実験内容を紹介していますO
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3-2 生 物 部 合 宿 指 導
一京都大学農学部附属芦生演習林での合宿を例に

寺 岡 正 裕

(大阪府立市岡高等学校)

【要 旨】

市岡高校の生物部では､毎年夏季に芦生演習林で合宿を行い､同時期に同じ場所で生物の定点観

察を行なっている｡ 市岡高校の合宿を例に生物部の合宿の取 り組みについて紹介する｡

【はじめに】

生物部員を連れて夏期合宿に行きたいが､合宿

で何をすればよいかという迷いや事故や危険など

の心配から､踏ん切りがつかないことが多い｡合

宿で何をしようか､どの生物に絞 りこんで調査 し

ようか､そのためには何が必要か､食事はどうし

よう--など悩みごとはつきない｡大阪府立市岡

高等学校生物部が実施している夏期合宿をもとに､

生物部の合宿の取 り組みについて見ていきたい｡

【合宿場所】

夏の合宿は､やはり山,川そして海がよい｡あ

る意味で､生物はどこにでもいるので､関西には

合宿できるところはたくさんある｡場所として山･

川なら[奈良 :洞川],[兵庫 :神鍋,鉢高原],

[和歌山 :有田川上流],[京都 :芦生演習林]など､

海なら[和歌山 :加太､紀伊田辺､白浜],[兵庫:

舞鶴]などが宿舎 も揃っていて環境 もよい｡市岡

高校では､海で合宿するときは､紀伊田辺で実施

し､昼は磯観察 ･採集などを行い､夜はウニの発

生等を観察させている｡山で合宿をするときには､

京都,福井,滋賀の県境にある芦生の京都大学演

習林を利用 している｡芦生は夏季の活動場所とし

で決適であり､川にはアユなどの淡水魚をはじめ

多くの水生動物が生息 し､山もツキノワグマやニ

ホソカモシカがすむほど自然が豊かである｡参考

までに､右下に芦生演習林の連絡方法を記 してお

く｡

【準備物】

準備すべき装備は､合宿場所や行 う活動によっ

ても異なるが､教員 1- 2名で生徒4- 6名程度

の場合の標準的な装備の一例をあげる｡車で運べ

るかなどの条件によっても調整する必要がある｡

☆最低限必要個人装備 :サブザック, トレッキソ

グシューズ,筆記用具,保健証(コピー),懐中

電灯,電池(2セット), ビニール袋(数 ･種類

を豊富に.ペール用 も),新聞紙,水筒,洗面

用具(タオルは複数),荷造 りひも(洗濯 ローフ

にもなる),寝間着,着替え用衣料,洗濯はさ

み,雨具(傘 ･カッパ),帽子,軍手,ちり紙,

虫除けスプレー,かゆみ止め,蚊取 り線香,常

備薬,磯靴など(川に入れるもの),時計(目覚

まし･腕)

★あったらいいな個人装備 :水着,マスク(ゴー

グル),シュノーケル,ぞうきん,予備食(健康

補助食品､カップ麺､お菓子など),噂好品(紅

茶､コーヒーなど)

☆最低限必要団体装備

図鑑(調べたいと思 うものを一通 り),手綱(た

も),ルーペ,方位磁石,双眼鏡,カメラ,フイ

ルム,採集 ･調査用具(捕虫網,虫かご,胴乱

など),救急用具,地図(芦生では昭文社,山と

高原地図 ｢京都北山2｣)
★あったらいいな団体装備

スコップ,三角紙,セルビン,さなぎ粉,ホル

マ リソもしくは70%ェクノール, ピソ(小型の

ものはスクリュー管､大型のものとしてコーヒー

の空 きピソなどがよい),フィルムケース,双

眼実体顕微鏡,展麹板,虫ピン,白バット, ど

ソセット,柄付き針,新聞紙(多い方がよい),

ビデオカメラ,ビデオテープ,クーラーBOX,

エアポソプ,水質検査パックテス ト(COD,ア

ソモニ7,亜硝酸,硝酸,リソ酸など),pHメー

ター(携帯用のもの),釣 り具

☆連絡先 :京都大学農学部附属演習林計画掛.TEL.075

--753-6420,連絡をとって ｢演習林利用申請書｣を

提出すると大学側から ｢利用許可書｣を送付 してくれ

る｡(詳細は市岡高の寺岡まで)
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【合宿地までの行程】

合宿地までの行程については､十分な事前調査

が必要である｡特にバスを利用する場合､平日と

土日の違いのほか､学校休業期の運休や時間変更

にも注意 したい｡行程中にも自然や生物観察に適

したポイソトがある｡時間が許せば立ち寄 りたい｡

芦生に行 く場合には､JR京都駅から京都バス

で周山まで行き､安掛､知見口､出合､とバスを

4回乗 り換えて芦生に着 く｡ しかし､途中の北山

スギの植林の景観は捨てがたい｡現時点(98年)の

平 日のバスの運行表を紹介する｡

京都バス 京都バス 町営バス

京都11:20-12:39周山12:40-13:35安掛13;40-13:57

町営バス 町営バス
知見口14:02-14:22出合14:27-→14:37芦生

なお､生徒は個人装備だ

けをもってバスで移動 し､

教師は自家用車で団体装備

を運ぶという方法もある｡

車で芦生に行 く場合は､京

都から国道162号線(周山街

道)を安掛まーで北上 し､安掛

から由良川沿いに府道38号

線を東-走るとよい｡

【合宿地での宿泊】

合宿の宿泊場所は､ふ

l司
山
山
in

図-1 芦生への行程
つう民宿や国民宿舎 ･山

の家 ･海の家などになる｡生物部の合宿では､朝

早 く･夜遅 くに活動 して､宿舎の方に迷惑をかけ

ることが多い｡気心の知れた宿舎が望まれるので､

初めて行 う合宿では､合宿経験のある学校に宿泊

場所を問い合わせてみるとよい｡なお､市岡高校

では､紀伊田辺の合宿では元島館という民宿を利

用 し､声生では下記の山の家に宿泊 している｡芦

生の宿舎の管理人(井棄民)は､なめこ生産組合に

も勤められ､演習林内のツアーイソス トラクター

でもある｡ 生物部の活動などに対する理解もある｡

また､芦生に着 くと､演習林事務所に ｢利用許可

書｣を提出し､指示を受ける必要がある｡

【観察や採集のポイン ト】

ここでは､芦生演習林内の活動の一例を紹介す

る｡活動は時間的に十分な余裕をもって臨みたい｡

1.カヅラ小屋から七瀬谷まで

由良川を左に見ながらトロッコ道沿いに歩く｡

図-2 芦生演習林の概略図

灰野からコヨモギ作業所をすぎカズラ小屋まで､

ゆっくり歩いて約 2時間｡この間まわりの草本や

昆虫の採集などをしたい｡カズラ小屋で川辺に下

り､それぞれ魚,水生昆虫,植物など目的に応 じ

た調査を行 うとよい｡時間が許せば､徒歩で40分

ほどの七瀬谷まで足をのばしたい｡

2.長治谷から杉尾峠まで

宿舎から車の通れる道を徒歩 2時間で長治谷に

至る(許可を取って車で入ってもよい)｡由良川の

最源流部である｡ここから杉尾峠-の道は､芦生

原生林の核心部であり､植物や昆虫の調査 ･採集

に取 り組.みたい｡植生ははじめ トチ ･ミズナラ･

サワグル ミの渓畔林が中心だが､杉尾峠近 くでは

ブナ､アシュウスギからなる尾根型の林になる｡

3.宿舎にて

午後は早めに宿舎にもどり､採取 した植物や昆

虫などの同定を行 う｡標本の作製や試料の処理な

ども必要である,夕食後は､ミーティングを行い､

同定の結果や採取 した場所,気のついたことなど

を述べ合い､明日の行動に生かしたい｡夜は昆虫

の灯火採集などにも取 り組.もう｡

【その他の留意点】

合宿に当たっては､天気の変化に十分留意 した

い｡海の合宿では干潮 ･満潮の時刻などをあらか

じめ調べて､活動計画を作成 したい｡

☆宿泊場所 :京都府芦生青少年山の家

(電話 :07717-7-0290)
食事 朝食600円 昼食700円 夕食1,300円
素泊 り1,700円 (料金は変更の可能性あり)
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3- 3

いのち
生 命 の 教 育

浅 田 高 世

(大阪府立刀根山高等学校)

【要 旨】

1996,1997年度の刀根山高校での実践に基づき､現代社会の抱える生命と自然にかかわる諸問

題を､生物学的観点からどのように生徒達に主体的に考えさせたかを報告する｡

【はじめに】

高等学校理科学習指導要領では､生物 IAの目

標は､次のように示されている｡

『日常生活と関係の深い生物､人間及び生物現象

に関する探究活動を通 して､科学的な見方や考え

方を養 うとともに生物､生物現象及び生物学の応

用についての理解を図り､科学技術の進歩と人間

生活とのかかわりについて認識させる｡ 』

医学､農学､薬学など生物学の知識の応用によっ

て飛躍的な発展をとげつつある諸分野に関して生

物学の観点から平易に扱うことは､これからの科

学技術社会に主体的に対応できる能力の育成に役

立つと期待できる｡ しかし､大阪府下の高等学校

の大部分は､生物 IAを採択 していない｡生物 I

Aと生物 IBの両目標がバラソスよく達成されて

はじめて､理想の生物教育がなされると思う｡刀

根山高校において､生物 IB､生物ⅠⅠの授業で､

生徒が､今後の科学技術社会に生きていく過程で

遭遇するであろう様々な問題について､生物学的

な観点から主体的に考えさせることを実践 してき

たので報告 したい｡

【実践内容】

1.生物 IBの単元と実践テーマ

生物 Ⅰ､Bの中では､次に示すようなテーマを各

単元の学習の中で実践 した｡

(1)細胞

･細菌とウィルス

･AIDS

･遺伝子治療

･院内感染

･0157

(2)生殖と発生

･バイオテクノロジー

組織培養 受精卵分割 雌性発生

･多胎妊娠と減数手術

･代理母出産

･クローソ羊

(3)遺伝と変異

･遺伝子診断

･遺伝子治療

･遺伝子組み換え作物

･がんと遺伝子

(4)生物の反応と調節

･脳死と臓器移植問題

･安楽死と緩和医療

(5)生物の集団

･ダイオキシソ

･環童ホルモソ

2.生物ⅠⅠで取 り扱ったテーマ

生物ⅠⅠでは､授業に先立ってアソケ- トを実施

し､その結果も踏まえて学習テーマを考えた｡

(1)生物ⅠⅠ選択者-の希望する授業内容のアソケ

ー トの結果

なお､受講者の7割近 くが､看護 ･医療系志

望者であり､残 りは､農学部 ･薬学部志望者で

ある｡

･看護学校受験に必要なこと

･看護学校入学後に役に立つこと

･遺伝子治療について

･バイオテクノロジーについて

･脳死問題について

･社会で話題になっている生物に関する問題

･社会に出て役に立つ知識

･教科書以外のことを教えてほしい

(2)生物ⅠⅠで実践 したテーマ

･AIDS

･がんと遺伝子

･アポ トーシス
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･がんの告知と緩和医療

･これからの医療と看護

･バイオテクノロジー

･クローソ

･生殖操作

･脳死と臓器移植問題

･安楽死と尊厳死

･環境ホルモソ

･院内感染

3.実施後の生徒の感想

･今まで､ 2年間の授業の中で私の学ばせても

らったことの中には､本当にこれから先､生

きていく中で必要となってくるであろう知識

考え方が多 く含まれていたように思 う｡教科

書の内容だけではなく､現在問題となってい

るバイオテクノロジーや医療に関することの

情報は､これから先の授業でもずっと教え続

けていってもらいたい｡

･バイオテクノロジー方面を目指 し､まず第一

歩として大学に入ることを目標としていると

ころだが､入試の面接､小論文では､この2

年間で身についた知識や考え方を存分に出 し

ていきたいと思 う｡

･教科書だけでは学べないものを得たと思う｡

今､何が起こっていて､どんな医療があるの

かと言うことを多 く学んだし､結果として無

駄にはならない授業だった｡まだまだ知らな

いことだらけだけど､命の重みだけは､何か

感 じられる｡ 生きるってことがどんなすごい

ことか､あらためて実感できた｡

･この2年間､私は本当にたくさんのことを学

んだ｡17年間生きてきて､こんなに生命につ

いて考えたことはない｡今までは､病気にな

れば､医者にまかせるしかないと思っていた｡

しかし､学べば学ぶほど自分の希望する医療

をうけることができることを知った｡私の家

族は､以前は､死や病気､ましてや臓器移植

について話すことななかったが､私が授業で

学んだことを話 しているうちに､両親や妹の

死や臓器移植に対する考え方を聞くことがで

きた｡だから､私は､家族がもし病気になっ

たらどうしてほしいかを知っている｡

･医療が､日々進歩 しているにもかかわらず､

それに対 して､一般社会がついていけない｡

そこに問題があるのかもしれない｡他人事と

すごしているから､身近な人が病気になると

知識がないので､医者まかせとなり､さまざ

な問題を生 じる｡授業で学んだような知識が

必要だ｡授業で､ただの知識ではなく､これ

からの私たちの人生に必要な知識を学んだ｡

･生物がこんなに私たちの生活のなかに､入 り

込んでいるとは思わなかった｡単に植物や動

物等の生き物についての授業だと思ったが､

人間に関することも､奥が深いと驚いた｡こ

れから看護婦をめざす自分にとって有意義な

2年間であった｡

･普通の日常生活では､学べない知識を得るこ

ことができた｡人間は常に知識を備えて頭を

働かせることが必要だと､医療問題を通 して

あらためて考え直した｡新聞記事を読むにし

ても､知識を持って読むのとそうでないのと

では､感 じ取る内容が全 く違 う｡

･高校の生物の授業で､最新のバイオテクノロ

ジーや医療技術について教えることは大変な

ことと思うが､この授業があったからこそ､

いろいろなことが学べたと思 う｡ ぜひ､多 く

の生徒にこの授業をしてほしい｡

【おわりに】

『生命』に関する問題を､教材として取 り扱 う

ことは､非常に難しいと思う｡ しか し､刀根山高

校生達は､しっかり 『生命』に関する問題を見つ

めて くれたようである｡生徒達を育みながら､自

らも育てられていく｡このような答えのない 『生

命』に関する問題を､生徒と共に考えていく｡ こ

の姿勢こそ大切なのではないかと思 う｡ぜひ､多

くの方が 『生命』に関する問題を授業で､取 り上

げていただきたいと思う｡紙面の都合で､具体的

な教材例を掲げられなかったのが残念である｡
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